
本
年
も
県
民
の
皆
さ
ま
の

た
め
に
頑
張
り
ま
す

群馬県のマスコット
「ぐんまちゃん」

あ
け
ま
し
て

　 
お
め
で
と
う

　
　 
ご
ざ
い
ま
す
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と み

田
た

 賢
け ん

一
い ち

さんの書道作品です。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
二
年
の
新
春
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

県
民
の
皆
さ
ま
に
、県
議
会
を
代
表
し
て
、謹

ん
で
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
天
皇
が
即
位
さ
れ
、
新
た
な

「
令
和
」の
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
「
令

和
」
が
平
和
で
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
、
誰
も

が
輝
け
る
素
晴
ら
し
い
時
代
と
な
る
こ
と
を

期
待
す
る
と
と
も
に
、
改
め
て
、
県
民
の
皆

さ
ま
と
と
も
に
新
時
代
を
切
り
開
き
、
本
県

の
さ
ら
な
る
飛
躍
と
発
展
を
目
指
し
て
、
一

層
の
努
力
を
重
ね
て
ま
い
る
決
意
を
新
た
に

し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
県
議
会
に
お
い
て
は
、「
県
民
に

開
か
れ
た
議
会
」、「
県
民
の
意
思
が
反
映
さ

れ
る
議
会
」
を
基
本
理
念
と
す
る
議
会
基
本

条
例
に
基
づ
き
、
積
極
的
な
活
動
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　

特
に
、
若
い
世
代
に
政
治
へ
の
関
心
を
高

め
て
も
ら
う
た
め
、
大
学
生
が
議
会
傍
聴
と

議
員
と
の
意
見
交
換
を
行
う
事
業
や
、
議
員

が
高
校
を
訪
問
し
、
高
校
生
と
意
見
交
換
を

行
う
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
若

者
に
少
し
で
も
政
治
へ
の
関
心
を
高
め
て
も

ら
え
れ
ば
と
願
い
つ
つ
、
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

新
た
な
年
を
迎
え
、
県
議
会
と
い
た
し
ま

し
て
も
、
積
極
的
な
議
会
改
革
、
議
会
の
活

性
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
人
口
減
少
対
策
の
ほ
か
、
近
年
全
国
各

地
で
頻
発
す
る
地
震
や
台
風
に
よ
る
大
規
模

災
害
に
対
す
る
防
災
・
減
災
対
策
等
に
全
力

で
取
り
組
み
、
県
民
の
皆
さ
ま
の
安
全
・
安

心
な
暮
ら
し
を
守
り
、
活
力
あ
る
群
馬
県
の

実
現
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
さ
ま
方
の
ま
す
ま
す
の
御
健

勝
と
御
活
躍
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
、
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

群
馬
県
議
会
議
長

狩
野
　
浩
志

群馬県議会議員50名選挙区別（現員50名　令和元年12月16日現在）

狩野　浩志

安孫子　哲

中沢　丈一

酒井　宏明

岩上　憲司

小川　晶

水野　俊雄

本郷　高明

前
橋
市
　
定
数
８

福重　隆浩

角倉　邦良

岸　善一郎

橋爪　洋介

後藤　克己

松本　基志

伊藤　祐司

中島　篤

高井 俊一郎

高
崎
市
　
定
数
９

斉藤　優

井下　泰伸 臂　泰雄大和　勲加賀谷 富士子

伊
勢
崎
市
　
定
数
５

大林　裕子

北
群
馬
郡
　
定
数
１

星野　寛

利
根
郡
　
定
数
１

金井　康夫

沼
田
市
　
定
数
１

萩原　渉入内島 道隆

吾
妻
郡
　
定
数
２

井田　泉

佐
波
郡
　
定
数
１

秋山 健太郎

あべ ともよ藥丸　潔穂積　昌信八木田 恭之

太
田
市
　
定
数
５

今泉　健司

み
ど
り
市
　
定
数
１

川野辺 達也森　昌彦 久保田 順一郎

邑
楽
郡
　
定
数
３

伊藤　清 岩井　均

安
中
市
　
定
数
２

矢野　英司

富
岡
市
　
定
数
１

牛木　義

甘
楽
郡
　
定
数
１

金子　渡 星名　建市

渋
川
市
　
定
数
２

泉沢　信哉多田　善洋

館
林
市
　
定
数
２

相沢　崇文亀山　貴史 井田　泰彦

桐
生
市
　
定
数
３

金沢　充隆 神田　和生

藤
岡
市
・
多
野
郡 

定
数
２
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11
月
29
日
㈮◎

全
力
疾
走
３
６
６
プ
ラ
ン
に
つ
い

て

自
由
民
主
党　
星
名　
建
市

プ
ラ
ン
を
作
成
し
た
意
図
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。
ま
た
、次
期
総
合
計
画
策
定
後
も
毎
年
、

プ
ラ
ン
に
あ
る
よ
う
な
工
程
表
を
作
成
し
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

全
て
の
県
職
員
に
、
各
部
局
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
位
置
付
け
や
今
後
の
展
開
を
把
握
、
共

有
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
県
議
会
や
メ
デ
ィ
ア

の
皆
さ
ま
に
、
全
体
の
流
れ
を
知
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
た
た
め
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
時
期

は
未
定
で
す
が
、
こ
の
プ
ラ
ン
の
よ
う
な
工
程
表

を
示
す
こ
と
に
よ
り
、
県
議
会
や
県
民
の
皆
さ
ま

に
県
政
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
つ
つ
、
群
馬
県

を
輝
か
せ
る
政
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

◎
堤
防
強
化
の
必
要
性
に
つ
い
て

リ
ベ
ラ
ル
群
馬　
角
倉　
邦
良

台
風
第
19
号
の
洪
水
災
害
で
堤
防
強
化
の
必

要
性
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う

な
具
体
的
対
応
を
行
っ
て
い
き
ま
す
か
。

堤
防
が
決
壊
に
至
る
３
つ
の
要
因
の
う
ち
、

堤
防
内
へ
の
水
の
「
浸
透
」
及
び
流
速
の
大

き
い
水
の
流
れ
に
よ

る
堤
防
の
「
侵
食
」

に
対
し
て
は
、
堤
防

の
安
全
性
調
査
を
来

年
度
中
に
完
了
さ
せ

る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
は
、
河

川
の
水
が
堤
防
を
乗

り
越
え
る
「
越
水
」

に
対
し
て
も
、
堤
防
が
決
壊
し
に
く
く
な
る
よ

う
、
県
管
理
河
川
の
全
て
の
堤
防
に
つ
い
て
、
来

年
度
中
に
堤
防
天
端（
て
ん
ば
）の
舗
装
を
施
工
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

◎
保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ
ン
タ
ー

設
置
に
つ
い
て

自
由
民
主
党　
大
和　
勲

保
育
士
不
足
解
消
の
た
め
に
は
、
保
育
分
野

に
特
化
し
た
就
職
支
援
を
行
う
「
保
育
士
・

保
育
所
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
が
必
要
と
思
い

ま
す
が
、
県
の
考
え
は
い
か
が
で
す
か
。

今
年
実
施
し
た
保
育
士
登
録
者
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
、
再
就
職
に
不
安
を
感
じ
て
い
る

潜
在
保
育
士
は
、
再
就
職
前
の
園
見
学
や
研
修
を

要
望
し
て
い
ま
し
た
。
就
職
活
動
に
寄
り
添
い
な

が
ら
不
安
を
解
消
し
、
丁
寧
な
相
談
支
援
を
行
う

保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
他
県
の
先
進
事
例
や
課
題
を
調
査
し
な
が

ら
、本
県
で
の
必
要
性
を
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
新
規
路
線
バ
ス
の
補
助
要
件
に
つ

い
て

令
明　
金
子　
渡

現
在
、
市
町
村
乗
合
バ
ス
制
度
で
の
新
規
路

線
バ
ス
に
対
す
る
補
助
要
件
は
収
支
率
40
％

以
上
で
す
が
、
地
域
住
民
の
利
便
性
を
考
え
、
補

助
要
件
を
20
％
以
上
に
下
げ
る
な
ど
の
要
件
緩
和

が
必
要
と
考
え
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

補
助
路
線
と
し
て
採
択
後
、
補
助
が
継
続
で

き
る
収
支
率
は
20
％
以
上
で
す
が
、
新
規
バ

ス
路
線
の
条
件
で
あ
る
収
支
率
40
％
以
上
と
は
不

整
合
で
あ
る
と
の
ご
意
見
も
あ
り
、
地
域
の
公
共

交
通
の
確
保
に
は
、
市
町
村
に
よ
る
地
域
全
体
の

バ
ス
路
線
の
再
編
な
ど
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
バ

ス
路
線
網
を
効
率
的
な
運
行
へ
見
直
す
場
合
な
ど

に
限
定
し
た
上
で
、
検
討
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

12
月
２
日
㈪◎

エ
シ
カ
ル
（
倫
理
的
）
消
費
に
つ

い
て

自
由
民
主
党　
穂
積　
昌
信

他
県
で
は
、エ
シ
カ
ル
宣
言
を
行
い
、さ
ま
ざ

ま
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。
本
県
で
も
、
エ
シ
カ
ル
消
費
に
つ
い
て
普
及

啓
発
の
取
組
を
積
極
的
に
進
め
て
ほ
し
い
が
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。　

エ
シ
カ
ル
消
費
と
は
、
消
費
者
そ
れ
ぞ
れ
が

各
自
の
社
会
的
課
題
の
解
決
を
考
慮
し
た
り
、

課
題
に
取
り
組
む
事
業
者
を
応
援
し
な
が
ら
消
費

活
動
を
行
う
こ
と
で
す
。
今
後
、庁
内
関
係
部
局
、

教
育
機
関
、
消
費
者
団
体
、
事
業
者
な
ど
幅
広
い

分
野
と
連
携
し
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
普
及
啓
発

を
行
い
、
エ
シ
カ
ル
消
費
の
視
点
を
持
っ
た
消
費

行
動
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
中
高
生
に
対
す
る
自
転
車
安
全
対

策
に
つ
い
て

公
明
党　
藥
丸　
潔

中
高
生
に
対
す
る
自
転
車
安
全
対
策
に
つ
い

て
、
知
事
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

中
高
生
に
対
す
る
具
体
的
な
事
故
防
止
対
策

と
し
て
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
定
着
化
に
向
け
た
環

境
整
備
が
急
務
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
に
よ

る
保
護
者
の
負
担
軽
減
や
、
す
で
に
着
用
が
義
務

化
さ
れ
て
い
る
中
学
生
に
お
い
て
も
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
の
デ
ザ
イ
ン
を
自
由
化
し
て
高
校
進
学
後
も
継

続
し
て
着
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
中
高
連
携
し

た
取
組
な
ど
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
ら
な
い
と
恥

ず
か
し
い
社
会
の
実
現
に
向
け
た
、
ぐ
ん
ま
モ
デ

ル
の
安
全
対
策
に
来
年
度
か
ら
取
り
組
み
ま
す
。

◎
地
場
産
業
に
つ
い
て

自
由
民
主
党　
亀
山　
貴
史

地
場
産
業
の
振
興
と
担
い
手
育
成
の
取
組
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

繊
維
や
地
酒
、
食
品
、
伝
統
工
芸
品
な
ど
の

地
場
産
業
に
お
い
て
も
担
い
手
の
確
保
と
育

成
が
課
題
で
あ
り
、
県
で
は
そ
の
取
組
と
し
て
、

業
界
団
体
や
産
業
支
援
機
関
と
連
携
し
た
研
修
な

ど
の
人
材
育
成
事
業

に
加
え
、「
ぐ
ん
ま
酒

と
食
の
祭
典
」
な
ど

の
販
路
拡
大
イ
ベ
ン

ト
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用

し
た
業
界
の
魅
力
発

信
事
業
な
ど
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

や
Ｇ
メ
ッ
セ
群
馬
の
オ
ー
プ
ン
な
ど
を
本
県
地
場

産
業
発
展
の
機
会
と
捉
え
、
関
係
市
町
村
と
も
連

携
し
、
引
き
続
き
地
場
産
業
振
興
に
努
め
ま
す
。

◎
鉄
道
に
代
わ
る
公
共
交
通
機
関
と

し
て
の
Ｂ
Ｒ
Ｔ（
バ
ス
高
速
輸
送
シ

ス
テ
ム
）に
つ
い
て

自
由
民
主
党　
久
保
田　
順
一
郎

Ｂ
Ｒ
Ｔ
は
交
通
弱
者
対
策
に
有
効
で
あ
り
、

新
た
な
公
共
交
通
機
関
に
な
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
県
の
考
え
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

鉄
道
廃
線
敷
を
利
用
し
た
バ
ス
専
用
道
を
走

行
す
る
茨
城
県
日
立
市
の
バ
ス
路
線
「
ひ
た

ち
Ｂ
Ｒ
Ｔ
」
は
、住
民
や
沿
線
企
業
、学
校
な
ど
、

地
域
を
巻
き
込
ん
だ
活
動
で
、
利
用
者
数
を
伸
ば

し
続
け
て
い
ま
す
。
日
立
市
の
資
料
に
よ
る
と
、

Ｂ
Ｒ
Ｔ
は
定
時
性
・
速
達
性
が
確
保
で
き
る
こ

と
、
柔
軟
な
運
行
ル
ー
ト
が
設
定
で
き
る
こ
と
、

安
価
な
整
備
費
と
維
持
管
理
費
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
さ
ま
ざ
ま
な

検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

12
月
４
日
㈬◎

中
山
間
地
域
で
の
暮
ら
し
の
足
の

確
保
に
つ
い
て

自
由
民
主
党　
神
田　
和
生

県
で
は
相
乗
り
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
実
証
実
験

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
の
取
組
状

況
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、来
年
度
以
降
、

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
か
。

住
民
互
助
に
よ
る「
相
乗
り
」な
ど
、
新
た
な

移
動
手
段
に
つ
い
て
、今
年
度
は
、安
中
市
と

明
和
町
、
川
場
村
の
実
証
実
験
を
支
援
し
て
い
ま

す
。
そ
の
取
組
事
例
や

ノ
ウ
ハ
ウ
を
広
く
市
町

村
に
横
展
開
し
、
公
共

交
通
が
運
行
さ
れ
て
い

な
い
地
域
の
移
動
手
段

を
確
保
し
て
い
く
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

◎
部
活
動
に
お
け
る
保
護
者
の
送
迎

等
に
つ
い
て

　
リ
ベ
ラ
ル
群
馬　
加
賀
谷
富
士
子

中
学
校
の
部
活
動
の
試
合
等
に
お
い
て
は
、

保
護
者
の
送
迎
等
が
負
担
だ
と
聞
き
ま
す
が
、

ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

県
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、「
徒
歩
や
自
転
車

以
外
の
移
動
は
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
を

原
則
と
す
る
」
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
現
状
と
し

て
、
本
県
の
公
共
交
通
機
関
の
事
情
や
利
便
性
、

学
校
の
所
在
地
や
試
合
等
の
開
催
場
所
に
よ
っ
て

は
、
保
護
者
の
送
迎
に
よ
る
移
動
に
頼
ら
ざ
る
を

得
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
も
承
知
し
て
い
ま
す
。

保
護
者
の
理
解
と
協
力
の
も
と
、
適
正
な
部
活
動

が
行
わ
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

◎
台
風
第
19
号
に
よ
る
河
川
敷
の
県

営
ゴ
ル
フ
場
の
被
害
に
つ
い
て

自
由
民
主
党　
萩
原　
渉

被
害
状
況
及
び
今
後
の
対
応
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。
ま
た
、
河
川
敷
利
用
の
見
直
し
が

必
要
と
考
え
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

大
量
の
泥
や
ゴ
ミ
の
流
入
、
ト
イ
レ
や
フ
ェ

ン
ス
の
流
出
な
ど
、
原
状
復
帰
に
計
５
億
円

程
度
の
費
用
を
要
す
る
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。
上
武
ゴ
ル
フ
場
以
外
の
４
ゴ
ル
フ
場
に
お

い
て
は
、
10
月
末
ま
で
に
営
業
を
再
開
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
般
の
台
風
被
害
に
鑑
み
、
河

川
敷
利
用
の
見
直
し
を
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
検
証
し
、
河
川
管
理
者
の
国
や
県
、
地
元
自

治
体
な
ど
と
対
応
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
Ａ
Ｓ
Ｆ（
ア
フ
リ
カ
豚
コ
レ
ラ
）を

防
ぐ
た
め
の
対
策
に
つ
い
て

自
由
民
主
党　
中
沢　
丈
一

ア
ジ
ア
全
域
に
拡
大
し
て
い
る
Ａ
Ｓ
Ｆ
を
防

ぐ
に
は
、
ま
ず
は
水
際
対
策
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
が
、
今
後
の
Ａ
Ｓ
Ｆ
対
策
に
つ
い
て

県
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
Ｓ
Ｆ
対
策
と
し
て
特
に
有
効
な
の
は
、
空

港
な
ど
で
ウ
イ
ル
ス
に
汚
染
さ
れ
た
畜
産
物

の
国
内
持
込
み
を
未
然
に
排
除
す
る
た
め
の
体
制

構
築
で
あ
り
、
関
東
各
都
県
と
連
携
し
、
国
に
対

し
て
水
際
対
策
を
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。
Ａ
Ｓ

Ｆ
に
は
ワ
ク
チ
ン
が
な
い
こ
と
か
ら
、
養
豚
農
家

の
方
々
に
対
し
、
消
毒
の
徹
底
と
飼
養
衛
生
管
理

基
準
の
遵
守
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

令
和
元
年
11
月
29
日
、
12
月
２
日
、
４
日
に
開
催

さ
れ
た
本
会
議
（
質
疑
及
び
一
般
質
問
）
で
は
、

次
の
議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
質
疑
及
び
一
般
質
問
の
映
像
は
こ
ち
ら

井野川の堤防天端の舗装状況

相乗りタクシー（安中市）

ぐんま酒と食の祭典2019（10月5日、6日）
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防
災
・
減
災
対
策
特
別
委
員
会

委
員
長
：�

星
野
寛
、
副
委
員
長
：�

伊
藤
清

委
員
：�

伊
藤
祐
司
、
角
倉
邦
良
、
中
島
篤
、

　
　
　
あ
べ
と
も
よ
、安
孫
子
哲
、川
野
辺
達
也
、

　
　
　
本
郷
高
明
、
松
本
基
志
、
大
林
裕
子
、

　
　
　
牛
木
義

★
令
和
元
年
７
月
23
日（
火
）～
25
日（
木
）

①
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー（
兵
庫
県
神
戸
市
）

調
査
目
的　
災
害
に
強
い
県
土
を
築
く
防
災
・
減
災
対
策

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
経
験
を
語
り
継
ぎ
、
そ

の
教
訓
を
未
来
に
生
か
す
同
施
設
の
取
組
に
つ
い

て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

人と防災未来センターにて

②�

野
島
断
層
保
存・北
淡
震
災
記
念
公
園（
兵
庫
県

淡
路
市
）

調
査
目
的　
災
害
に
強
い
県
土
を
築
く
防
災
・
減
災
対
策

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
引
き
起
こ
し
た
野
島
断

層
を
屋
内
保
存
す
る
な
ど
、
実
物
を
通
し
て
地
震

の
す
さ
ま
じ
さ
と
脅
威
を
伝
え
る
同
施
設
の
取
組

に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

③
兵
庫
県
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー（
兵
庫
県
三
木
市
）

調
査
目
的　
危
機
管
理
体
制
・
地
域
防
災
対
策

　
兵
庫
県
内
に
６
カ
所
整
備
さ
れ
た
広
域
防
災
拠

点
の
中
核
機
能
を
持
つ
と
と
も
に
、
県
民
を
対
象

と
し
た
体
験
型
学
習
や
訓
練
な
ど
も
実
施
す
る
同

施
設
の
取
組
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

④
兵
庫
県
庁（
兵
庫
県
神
戸
市
）

調
査
目
的　
危
機
管
理
体
制
・
災
害
時
に
お
け
る

関
係
機
関
と
の
連
携
・
協
力

　
関
係
機
関
と
の
情
報
共
有
を
図
り
、
あ
ら
ゆ
る

災
害
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
同
県
の
総
合
的
な
防

災
情
報
シ
ス
テ
ム
「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
防
災
シ
ス
テ

ム
」
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

外
国
人
と
の
共
生
に
関
す
る

特
別
委
員
会

委
員
長
：�

岩
井
均
、
副
委
員
長
：�

多
田
善
洋

委
員
：�

岩
上
憲
司
、金
子
渡
、藥
丸
潔
、大
和
勲
、

　
　
　
穂
積
昌
信
、
加
賀
谷
富
士
子
、
斉
藤
優
、

　
　
　
森
昌
彦
、
八
木
田
恭
之
、
矢
野
英
司

★
令
和
元
年
７
月
24
日（
水
）～
26
日（
金
）

①
学
校
法
人
神
野
学
園
中
日
本
自
動
車
短
期
大
学

　（
岐
阜
県
加
茂
郡
坂
祝
町
）

調
査
目
的　
外
国
人
材
の
活
躍
推
進

　
海
外
か
ら
の
留
学
生
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、

技
術
の
習
得
に
必
要
な
日
本
語
学
習
環
境
を
整
備

し
、
充
実
し
た
留
学
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
同
大

学
の
取
組
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

②�

浜
松
市
外
国
人
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
、学
校
法
人

ム
ン
ド・デ・ア
レ
グ
リ
ア
学
校（
静
岡
県
浜
松
市
）

調
査
目
的　
外
国
人
住
民
へ
の
生
活
支
援
・
外
国

人
生
徒
へ
の
教
育

　

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
連
携
し
「
学
習
」
と

「
交
流
」
を
総
合
的
に
行
う
同
セ
ン
タ
ー
及
び
平

成
16
年
12
月
に
南
米
系
外
国
人
学
校
と
し
て
全
国

で
初
め
て
各
種
学
校
の
認
可
を
受
け
た
同
学
校
の

取
組
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

学校法人ムンド・デ・アレグリア学校にて

③�

公
益
財
団
法
人
浜
松
国
際
交
流
協
会
、浜
松
市

多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー（
静
岡
県
浜
松
市
）

調
査
目
的　
外
国
人
住
民
の
生
活
支
援

　
市
民
レ
ベ
ル
で
の
国
際
交
流
及
び
多
文
化
共
生

の
推
進
母
体
と
し
て
各
種
相
談
・
講
座
等
を
実
施

す
る
同
協
会
及
び
市
か
ら
委
託
を
受
け
外
国
人
に

も
分
か
り
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
す
る
同
セ

ン
タ
ー
の
取
組
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

④�

中
央
省
庁（
総
務
省
、法
務
省
、厚
生
労
働
省
、経

済
産
業
省
、警
察
庁
）

調
査
目
的　
外
国
人
労
働
者
へ
の
対
応
・
外
国
人

住
民
の
生
活
支
援

　
中
央
省
庁
に
お
け
る
新
た
な
外
国
人
材
の
受
け

入
れ
等
の
取
組
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
戦
略
特
別
委
員
会

委
員
長
：�

久
保
田
順
一
郎
、副
委
員
長
：�

泉
沢
信
哉

委
員
：�

福
重
隆
浩
、
後
藤
克
己
、
岸
善
一
郎
、

　
　
　
井
下
泰
伸
、
酒
井
宏
明
、
井
田
泰
彦
、

　
　
　
今
泉
健
司
、
高
井
俊
一
郎
、
亀
山
貴
史
、

　
　
　
秋
山
健
太
郎

★
令
和
元
年
11
月
６
日（
水
）～
８
日（
金
）

①
茨
城
県
庁（
茨
城
県
水
戸
市
）

調
査
目
的　
公
共
交
通
・
次
世
代
都
市
交
通
シ
ス
テ
ム

　
「
つ
く
ば
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
協
議
会
」
が
進
め

る
次
世
代
都
市
交
通
シ
ス
テ
ム
及
び
公
共
交
通
活

性
化
指
針
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。 茨城県議会にて

②
日
立
市
役
所（
茨
城
県
日
立
市
）

調
査
目
的　
公
共
交
通
・
次
世
代
都
市
交
通
シ
ス
テ
ム

　
同
市
が
進
め
る
Ｂ
Ｒ
Ｔ
の
整
備
状
況
、
Ｂ
Ｒ
Ｔ

を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
戦
略
及
び
自
動
運
転
Ｂ

Ｒ
Ｔ
の
取
組
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

③
宇
都
宮
市
役
所（
栃
木
県
宇
都
宮
市
）

調
査
目
的　
主
要
幹
線
道
路
の
沿
線
開
発

　

同
市
が
将
来
の
都
市
構
造
と
し
て
掲
げ
る

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
に
つ

い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

④�

那
須
塩
原
市
ま
ち
な
か
交
流
セ
ン
タ
ー「
く
る

る
」（
栃
木
県
那
須
塩
原
市
）

調
査
目
的　
本
県
へ
の
移
住
促
進

　
地
域
交
流
と
観
光
交
流
の
核
と
し
て
令
和
元
年

７
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
同
施
設
な
ど
、
那
須
塩
原

市
の
ま
ち
づ
く
り
や
移
住
・
定
住
の
た
め
の
取
組

に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

総
合
計
画
に
関
す
る
特
別
委
員
会

委
員
長
：�

中
沢
丈
一
、
副
委
員
長
：�

金
井
康
夫

委
員
：�

橋
爪
洋
介
、
星
名
建
市
、
水
野
俊
雄
、

　
　
　
萩
原
渉
、臂
泰
雄
、小
川
晶
、入
内
島
道
隆
、

　
　
　
相
沢
崇
文
、
神
田
和
生
、
金
沢
充
隆

★
令
和
元
年
11
月
５
日（
火
）～
６
日（
水
）

①
滋
賀
県
庁（
滋
賀
県
大
津
市
）

調
査
目
的　
次
期
総
合
計
画
策
定

　
同
県
は
内
閣
府
に
よ
り
令
和
元
年
度
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
未
来
都
市
」
に
選
定
さ
れ
て
お
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
特
徴
が
生
か
さ
れ
た
「
滋
賀
県
基
本
構
想
」
に

つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

滋賀県議会にて

②�

ぐ
ん
ま
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー（
ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん

家
）（
東
京
都
中
央
区
）

調
査
目
的　
次
期
総
合
計
画
策
定

　
本
県
の
知
名
度
を
上
げ
る
取
組
及
び
運
営
状
況

に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

③
総
務
省（
東
京
都
千
代
田
区
）

調
査
目
的　
次
期
総
合
計
画
策
定

　
総
務
省
に
お
け
る
地
域
力
の
創
造
・
地
方
再
生

の
取
組
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

第３回前期定例会のあらまし
◇�10月11日から11月25日までの前期定例会
について、お知らせします。

　決算特別委員会（10月９日設置）では、10月15日
から16日にかけて分科会ごとに現地調査や審査が行わ
れました。また、10月25日には各分科会主査から報告
を受けた後、総括質疑を行いました。
　10月30日の本会議では、決算特別委員会の審査結果
について委員長から報告が行われた後、討論と採決が行
われ、決算に関する７議案は、すべて認定・可決さ
れました。

◎全国都道府県議会議長会
　表彰状の伝達

◎群馬県議会フェイス
　ブックを始めました

　第３回後期定例会最終日の12
月16日に全国都道府県議会議長
会表彰状の伝達が行われました。

受賞者
（議員在職10年以上）
あべ　ともよ議員

　議会からのお知らせのほか、図書
広報委員会に所属する議員が、おす
すめする本の紹介や常任・特別委員
会の審議内容などをレポートしま
す。ぜひご覧ください。

伝達の様子

積
極
的
な
委
員
会
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

県
議
会
に
設
置
さ
れ
て
い
る
委
員
会
は
、
担
当
す
る
所
管
事
項
に
つ
い
て
、

審
議
の
参
考
と
す
る
た
め
に
、
現
場
に
出
向
い
て
調
査
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
特
別
委
員
会
の
「
県
外
調
査
」
の
状
況
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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県議会では、弔電を自粛する申し合わせを
行っています。

◎「県議会だより」は年４回発行しています。次号は、令和２年４月５日（日）発行予定です。
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県議会の情報は、ツイッター及びフェイスブックでも発信しています。県議会ホームページ 群馬県議会 検索

◎県議会だよりは
　スマートフォン等で
　ご覧になれます。

◎ 過去の県議会だよりは 
こちらからご覧ください。

◎本会議・委員会開催日程
月　日 曜日 議事予定 月　日 曜日 議事予定

2月17日 月 本会議
（開会･提案説明） ３月３日 火 常任委員会

（元年度関係）

21日 金
本会議

（党（会）派代表による
質疑及び一般質問）

６日 金 本会議
（委員長報告・議決（元年度関係））

10日 火 常任委員会
（２年度関係）2月25日 火

本会議
（質疑及び一般質問）

11日 水

27日 木 13日 金 特別委員会

28日 金 18日 水 本会議
（委員長報告・議決・閉会）

 ※会期は予定ですので、変更される場合もあります。

第3回後期定例会のあらまし
◇�第3回後期定例会は11月26日から12月16日までの21日間
にわたって開催されました。

【議　案】
　知事から、台風第19号により被災した道路や河川、農業用施設や学
校施設等の復旧事業や、被災者への生活再建に向けた支援金や災害見
舞金等の支給、CSF（豚コレラ）対策として畜産関係車両を消毒する
ポイントの継続実施のほか、人事委員会勧告等に基づく給与改定に伴
う増額に必要な経費を追加する計275億1，283万円の増額を行う
一般会計補正予算、群馬県立世界遺産センターの設置及び管理に関す
る条例、県立自然史博物館附帯ホールなど9施設の次期指定管理者の
指定に関する議案など計31議案が提出されました。
　議会からは、委員会提出議案として条例案1件、意見書案1件が発議
されました。

【質疑及び一般質問】
　12人の議員による質疑及び一般質問が行われ、県政全般について
活発な議論が行われました。（2頁参照）

【常任委員会・特別委員会】
　各常任委員会、各特別委員会が開催され、付託議案や所管する事項
などについて審査・調査しました。

【議　決】
　常任委員会の審査結果などについて各委員長から報告が行われた
後、議案及び請願について討論と採決が行われました。
　知事から提出された31議案は全て可決・同意されました。
　また、委員会から発議された2議案は、いずれも可決されました。

◇可決された主な議案
○�令和元年度群馬県一般会計補正予算（第7号）
○群馬県立世界遺産センターの設置及び管理に関する条例
　群馬県立世界遺産センターを設置しようとするもの
○指定管理者の指定について
　指定管理者の指定に関するもの
○�県議会議員の議員報酬等支給条例の一部を改正する条例（議会
運営委員会発議）

　期末手当の改正を行おうとするもの

◇可決された意見書
○免税軽油制度の継続を求める意見書

令和2年第1回定例会のご案内
会期は2月17日から3月18日の予定です。
本会議・委員会はどなたでも傍聴できます。
　※開会は、おおむね午前10時からです。
　　本会議は当日の午前９時から、委員会は午前８時30分から、
　　それぞれ先着順に受け付けます。

インターネット

テ レ ビ ★群馬テレビ 午前10時～ 〈生中継〉
本会議（質疑及び一般質問）をご覧いただけます。

本会議（全日程）と決算特別委員会総括質疑をご覧いただけます。

◎県議会中継

★県議会ホームページ「議会中継」
　〈生中継〉〈録画〉

スマート
フォンは
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G
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ACHi高校生×
かける

県議会議員
～政治を知らなきゃソンをする！～
（二葉高等特別支援学校）

　11月8日、二葉高等特別支援学校を3人の
議員が訪問し、14人の生徒と意見交換等を
行いました。
　議員が政治や選挙の仕組みをクイズを交え
て分かりやすく解説した後、生徒からの質問
に丁寧に答えました。
　今年度は2月までに、同校はじめ12の高校
で、約1700人の生徒の参加を得て実施する
予定です。

⚫二葉高等特別支援学校 1年 代田麗
れ

王
お

さん
　日常で困っていることを今回
の意見交換を通じて、質問する
ことができました。
　18歳になった時に、正しい
知識を持って投票所に行けるよ
う、これからも勉強していきた
いと思います。

⚫浅井道明校長
　素直で吸収力のある生徒が本
校には多く、今日も前のめりの姿
勢で積極的に参加していました。
　私が高校生の頃には、このよ
うな事業はなく、県下の高校生
の投票率アップには最短の手段
だと感じました。

　生徒の皆さんが熱心に質問し
ていることに感心しました。
　高校生の皆さんには、この企
画を通じて県議会を身近に感じ
ていただき、有権者になった際
には、ぜひ投票所に足を運んで
いただきたいと思います。

⚫群馬県議会　狩野浩志議長

……………�参加者の感想�……………

議会基本条例推進委員会による
大学生参加型選挙啓発チーム
（G

ジ ー ボ ー ト イ チ ハ チ

-Vote18）へのヒアリング

　12月4日、議会基本条例推進委員会が、県選
挙管理委員会で組織する大学生参加型選挙啓発
チーム（G-Vote18）の学生11人から、若者の政
治への関心を高める方策について意見を聞きま
した。
　学生からは、「若者向けの政策をアピールし
た方がよい」、「小中学校から啓発活動を行うと
よいのではないか」、「今回のように議員と直接
話す機会があるとよい」等、さまざまな意見が
述べられました。

　若者にとって、政治や選挙につ
いて考えることは、気取っている
と思われがちですが、友達同士で
話をすることで印象が変わってい
くと思います。今後も単に受信だ
けでなく、発信する側になって活
動していきたいと思います。

⚫群馬大学 3年 根岸あゆ香さん学生の感想

若者の政治への関心を高める取組
を


